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「
い
つ
登
場
す
る
の
か
。
い
や
し
な
い
の
か
」

と
気
に
は
な
っ
て
い
た
大
御
所
ウ
エ
ス
タ
ン
・

エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
に
よ
う
や
く
出
番
が
回
っ
て

き
た
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
ま
っ
た
く
Ｊ
ｅ
︱

Ｔ
ｅ
ｅ
の
岡
田
さ
ん
ら
し
い
。「
な
に
を
差
し

置
い
て
も
ま
ず
は
ウ
エ
ス
タ
ン
で
し
ょ
う
」
と

な
る
の
が
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
・
シ
ョ
ッ
プ
店
主
の

あ
り
が
ち
な
姿
だ
と
思
う
の
だ
が
、
こ
の
神
格

的
存
在
を
い
ま
ご
ろ
ひ
ょ
っ
こ
り
と
持
ち
出
し

て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
後
光
が
差
す
よ
う

な
伝
説
の
戦
前
モ
デ
ル
で
は
な
く
、
１
９
６
０

年
前
後
の
ウ
エ
ス
タ
ン
に
し
て
は
新
し
め
の
パ

ワ
ー
ア
ン
プ
で
あ
る
。

「
生
粋
の
ウ
エ
ス
タ
ン
・
フ
ァ
ン
は
『
こ
ん
な

若
い
の
は
使
わ
な
い
』
と
よ
く
言
い
ま
す
。
だ

け
ど
す
ご
く
ハ
イ
フ
ァ
イ
で
豊
潤
な
音
が
す

る
。
こ
の
頃
の
ど
ん
な
ス
ピ
ー
カ
ー
と
も
マ
ッ

チ
ン
グ
は
い
い
。
逆
に
い
え
ば
古
い
ウ
エ
ス
タ

ン
の
ア
ン
プ
が
特
殊
な
ん
で
す
ね
」

　

こ
の
連
載
で
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る

「
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
の
穴
場
探
し
」
の
面
目
躍
如

と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
と
い
う
か
、
僕
の
よ
う

な
ウ
エ
ス
タ
ン
の
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
人
間

に
し
て
み
れ
ば
、
リ
ッ
チ
な
ア
メ
リ
カ
ン
・
サ

ウ
ン
ド
の
黄
金
期
と
い
う
別
の
意
味
で
、
こ
の

年
代
の
製
品
に
は
惹
か
れ
る
。

　

ア
ン
プ
は
出
力
が
異
な
る
３
機
種
が
用
意
さ

れ
て
い
た
。
す
べ
て
モ
ノ
ブ
ロ
ッ
ク
仕
様
だ
。

型
番
の
数
字
は
非
常
に
近
い
の
で
完
全
に
兄
弟

で
あ
る
。
ス
ピ
ー
カ
ー
は
タ
ン
ノ
イ
の
オ
ー
ト

グ
ラ
フ
。
稀
少
な
モ
ニ
タ
ー
・
シ
ル
ヴ
ァ
ー
を

装
着
し
て
い
る
。

「
初
期
の
タ
ン
ノ
イ
は
意
外
と
小
出
力
の
ウ
エ

ス
タ
ン
系
の
ア
ン
プ
で
生
き
生
き
鳴
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
ね
。
昔
の
タ
ン
ノ
イ
は
低
音
が
モ

コ
モ
コ
し
ち
ゃ
う
場
合
が
あ
る
け
ど
、
こ
れ
は

い
け
る
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
意
外
と
ジ

ャ
ズ
も
歯
切
れ
が
い
い
。
で
は
そ
ろ
そ
ろ
聴
い

て
み
ま
す
か
。
定
番
か
ら
い
き
ま
す
」

 

『
ヘ
レ
ン
・
メ
リ
ル
・
ウ
ィ
ズ
・
ク
リ
フ
ォ
ー

ド
・
ブ
ラ
ウ
ン
』
を
出
力
の
小
さ
い
順
で
聴
い

て
い
っ
た
。
ヘ
レ
ン
の
声
は
、
ア
ン
プ
「
小
」

が
ベ
タ
つ
か
ず
清
楚
な
色
気
が
あ
り
、「
中
」

が
少
し
厚
く
な
っ
て
落
ち
着
き
が
出
て
、「
大
」

で
陰
影
感
が
増
強
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は

連
続
し
て
聴
い
た
結
果
で
あ
っ
て
相
似
形
と
も

い
え
る
ぐ
ら
い
の
同
系
ト
ー
ン
で
３
機
種
が
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。
岡
田
さ
ん
は
「
設
計
と
ト

ラ
ン
ス
が
い
い
ん
だ
ろ
う
ね
」
と
指
摘
し
た
。

確
か
に
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
て
い
て
曇
り
の
な
い
音

だ
。

　

試
聴
は
ど
ん
ど
ん
続
く
。
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・

ウ
ォ
ー
ン
ズ
の
声
は
爽
や
か
な
「
小
」
が
僕
の

好
み
で
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
弦
楽
ソ
ナ
タ
は
さ
す

が
に
深
み
が
あ
る
「
大
」
が
圧
勝
。
結
局
の
と

こ
ろ
「
大
」
の
三
分
の
一
ぐ
ら
い
の
価
格
で
手

に
入
る
「
中
」
が
音
と
フ
ト
コ
ロ
の
満
足
度
が

高
い
よ
う
に
思
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
パ
ワ
ー
ア
ン
プ
が
店
に

ペ
ア
で
揃
う
頻
度
と
い
え
ば
、「
小
」
が
年
に

1
回
、「
中
」
が
年
に
2
回
、「
大
」
が
5
年
に

1
回
だ
と
い
う
。
ど
う
や
ら
数
年
に
一
度
接
近

す
る
な
ん
と
か
彗
星
と
な
ん
と
か
流
星
群
を
い

っ
ぺ
ん
に
見
た
よ
う
な
好
機
だ
っ
た
よ
う
だ
。
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ウ
エ
ス
タ
ン
は“
新
し
め
”に
魅
力
あ
り

オ
ー
ト
グ
ラ
フ
が
生
き
生
き
と
鳴
る
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Retro-Future
古くて新しい もうひとつのビンテージオーディオ

ビンテージといえば、アルテックやタンノイ、ＪＢＬ、マッキントッシュなどが誌面に
取り上げられる機会が多い。しかし、当時これらの老舗と肩を並べる
ほかの多くのブランドがあったことを知る人は少ないだろう。
東京、目黒にあるビンテージショップ「アトリエＪｅ-ｔｅｅ」では、音質はもちろん、
デザインにもこだわった「もうひとつのビンテージ」を数多く紹介している。
本企画では、同店で販売されている製品を中心に、
毎号テーマとなるブランドを取り上げている。

Western Electric 
KS-Type Amplifier

第14回

Western�Electric�社といえばアメリカの
電機機器開発・製造企業として�1881年
から1995年まで、AT&Tの製造部門とし
て存在した国家的企業で、日本のオーデ
イオマニアの間では真空管300B、�555
レシーバーなどの製品で親しまれている。
同社は1950年代から60年代にかけての
業務拡張において、生産ラインのOEM
が進み、アメリカ国内のそれぞれの地域
で信頼性のあるDukane、Mcintosh、
Elgin、Rayparなど数社によって、生
産ラインをWestern��Electric�社に管理
された（アンプの回路設計とトランスは
Western��Electric�社から供給）KSナン
バーのアンプが数機種生産されている。

KS-16617
正面がスイッチパネルのラックマウント型の電話のモニター
用に開発されたパワーアンプ。出力管に６V６が２本プッシュ
プル動作で８W出力となっていて、業務用らしく600Ωライン
のインプットトランスを標準装備している。また、内部の配線
によって4、8、�16、�32、�250、�600で接続可能となってい
る。音質はウエスタンらしい中域のしっかりした音の中に
6V6真空管の持つ少しスパイシーな味が良く絡んだ明瞭感
のある美しい音が聴ける。高能率スピーカーなら38cm同
軸ユニットにも十分対応できる。市場価格30〜 35万円
／ペアKS-16608

通信用に開発されたパワーア
ンプで、着脱式のアンプケー
ジが付いていて、ライトと電源
スイッチのブロックがパネル側
かシャーシ横に付け替えられる
ようになっている。6L6真空
管２本のプッシュプル動作で
12W動作と音質重視の設計
なっている。型番からすると、
KS-16617より少し前に開発
されたアンプと思われる。KS
シリーズのアンプの中では比
較的多く生産されており、当
時のアメリカでは最も多く生産
され入手がしやすかった6L6
真空管を選んだのもうなずけ
る。音質は6L6の透明感あ
る音 質を中 域の豊かな
Westernトーンでまとめあげた
音質で、小出力ながら力強い
パフォーマンスを演じてくれる。
市場価格45〜55万円／ペアカバーを取り付けた状態

カバーを取り付けた状態

KS-16610
KSシリーズ最大出力のアンプで、劇場や大ホールで使われたと思われる。通常6550真空管を４本パラレルプッシュ動作で使
うと150W以上の出力が引き出す事が可能だが、KSシリーズの中でこのアンプだけチョークトランスと電圧安定管のOD-3が
搭載され、音質重視の75W動作となっている。このアンプも着脱式のアンプケージが付いていて、ライトと電源スイッチのブロッ
クの場所が付け替えられるようになっている。型番からしてKS-16608とほぼ同じ時期に開発されたものだが、生産台数はかな
り少なく、滅多に市場に出てこない。音質はKS-16608の表現力豊かな音質を損なわずにパワーアップさせた、現代のスピー
カーにも十分対応できる強い低域音に駆動力のあるサウンドを聴かせてくれる。市場価格155〜 170万円／ペア

Western Electric 

フロント部

フロント部


